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パーキンソン素の社会的認諾をたかめよう.q

秋冷えの候､皆様お身体の具合は如何ですか.日々の生活にさぞ大変なこととお寒

し鼓します｡

官横御存じと思いますがー去る10月5日付け朝刊新市で報還されたt和歌山県立
医大鞠井則彦鰭 らのグルーブが初表した､首の神経細胞を脳に移植の記事を読んで

私達患者は､いちおう喜びましたがー長期的効果には疑問をもつ神謹内科の先生もい
るところから､両手を上げて喜ぶt,のではないそうです

研究者に尚一層の原画究明と治療方法の確立を雇うところである.

目 次
◆全団患者 ･家族集会の開催の案内

◆子吉動日誌

◆パーキンソン病に効果､ミニ時典

◆長期的効果に疑問も

◆第六回患者 ･家族交読会収支報告､物品の寄付､カラオケ出演者

◆アンケートから

◆交読会を過ぎて､ (清水昇潜) 交読会に思う(清水晴美)

◆この交読会に出席出来なかった会員の便り

◆患者家族の交読会に参加して (佃国夫):計報 :濡集後記
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アンケートから

*薫しかった.籍等して下さった先生が良かった～元気つけられた､自分がパーキ
ンソン病であると言う事が忘れられて菅が元気で体操したのが本当に長かった｡

家にいるといつも清気と蘇っている.清水さんの奥さんの献身的な気持ちに慈謡

で一杯です｡有り建う御座いました.

*折角の交涙金に大勢の方が参加出来ないようで建念です.来年は多丑の会員が参
加されます事を祈ります.今度の交淀会のメーン香乱 白雲衛の講習会は非常に艮

かったと思います,渡辺先生の笑顔が素敵でしたー今後共礁会があればお青いした

いと思って居ります.会長夫妻地役賞の方々に慈謝申し上げ厚くお礼申し上げます

1 *自分の体の不Er由度合がわかり又他人に手を貸す事が出来の仁慈討している.
一同病相哀れみと言うが気がねなく行動が出来る施行であった｡観光を日町でなく心

引有き麦作の輪を広げる長い積会であった.希立方式がとちれば1万円を超えても

可､海外兼行も夢でない｡

* 今回私は初めて入会ましまして､同行させて頂き同病の何店が非常になごやかな

会で穿きました..今日初対面でも何年も首から友達の桂で本当に嬉しく思いました

病気になってからまだ年も浅いせいか今の所は何でも出来る在でもt深く事もあり

ます.今日友の会に同行して本当に重し1万を見て､私は未だ未だ幸せなんだとつく

づ<思われました.本当にありがとう8I塵いました.今後とも宜しくお声い申し上

げます.

*お蔭桂にて快連に遺ごしました.とくに家内の事を大変心配だった､ところが本
人が至って男子よく､本人が喜んでいます.看護く感謝します.講演もお話しが介

･( かりよく､多 勉々強しました､これの実行をすることですがなかなかあれだけをこ

なす事はむずかしいでしょう､又悪い処を見つけて速効性を与し九は申し分なしと

悪じました.

* 歌唱の天黄に恵まれ山間を逢う久慈川それに清らかを空気監ぺが華吋らしい自然

で参加毛の菅さんも和気に満ち素晴らしい交読会でした.

*非常に肩先に対する勇鮒 けちれた_清水会長始め役員の苦労に感謝鼓します.
*例年の患者 ･家族交淀会も第六回を迎えました.大変菜し<考こす事が出来嬉し
く思います.

* ゆっくりする時間があって同室者同志色 話々しが出来て長かった思います｡

- 7-
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+ 交琵会初めて参加させて頂ー会員の方ご家族の方皆様ー前向きの姿努に整数鼓し

ました.私どもも帝張りか ､と思います.諌止は清潔でお風呂も何時でも使用でき

て､食事もよく大満足でこざいました.

*自己招介の時があっても良いと思います.
*台風の撲近心配していましたが､今年も皆様にお目にかかれー支部長さん初め皆
様のお骨折に慈謝しております､有り舞う御座いました.とても煮しくtリハビリ

も良かったと思いますtこれを息に毎回涜けたいと思います.

事 良かったと思う､清水御夫妻に敬意さしあげなけれtfと思います｡福井笹の方々

の親切に感謝で一杯です｡

* たまには袋田の滝でも見学はしてはどうですか､体験談の発表も大変参考になり

ます.会報にブラックホリデーの体敦議を記事にしてもらえか lてしょうかー今医

師より真を抜いてはどうかと進められていますのです.会長さん幹事さんの努力は

忠誠鼓します.

*天候にも恵まれ非常に良かったでしたー役員の菅茂に感謝鼓します.病気の事を
忘れ禁しい一時でした.

*今度の詫行にはた変お世話になり有り舞う中座いました.少 無々理かなと思った
のですが勇気を出して参加致しました.久しぶりの団体康行でといも渡れましたが

兼しう御座いました.施行にきたくとも来られない患者さんも沢山おると思えば本

当に有茅(幸せな事と悪31鼓しております.バスに標示がないので困った_他 f

長くてとても軌 た.食事が少しお札末であった捷な気がする.自己沼介と暮らし

の知恵を聞きたかった.

*今度の交読会には色々とお世話棟になりました.天気にも恵まれー稀気の事も忘
･れ莱しい一時を過ごしました.進行性の病気ですので前から業しみに待っていたの

ですが自身がありませんでした.菅伎とお逢い出来て本当に出席出来長かったと思

います.又､次の交読会を禁しみに頑残りたいと思っています.本当にありがとう

中産ました.

- 8-
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交法会を過ぎて

清水昇J#

会長の皆母その後如何お遺こしすか_先の第六回患者一家族交読会に参加の菅さん

には､各人拝謁を萎えお集まり下さいましてーご苦労様でした.

自彊衝の藷尋には皆さん大変真面目に受けられ､ま匹先生も籍寺のかいがあったと

申して帰られました.この交沫会でのアンケートで大勢の菅株に感謝され思瀬に存じ

ます.ご意見･ご希望もありましたtこのことを今後の企膏に参考にして行きたいと

思います.ご協力有り狂う御座いました.

r発病患者らの医度と生活の保梓を要望する｣国会語感署名 ･募金の訴えに対し､

今日(10月10日)現在82名の署名と¥9.450円の募金寄せられいます.

この話丘書を十分ご理有頂きまして署名 ･募金活動にご協力下さいます故宜しくB屈

い申し上げます_紗 切りは12月20日です.

((

交読会に思う

石岡市 汗水 博美

今年は速夫になると台息が本土に上陸し､私共の兼しみにしていた文京会もまれに

みる大型台風が近ずきーテレビの天気予報をはらはらしながら見ていました｡

前日の大息に田んぼのおだがひっ<り逼り大変なせ旨も出ましたが_コスモスが嘆

きみだ九一甫回の時と同tー彼岸花も糞赤に嘆いて軟の久慈川を額に見て､奥久悪に

向いました.大息にも負けずりんごが鈴なりになっていました.

昔横のおこないが長かったので28日29日は噂天に芝まれ本当に長かったと思い

ます.

45名の参加で菅徒のお元気なお葬にお会いして心がはずみました.

自彊拝の体操は毎日やる事が長いそうですが一回だけでは覚えられません.礁会が

ある毎に何回もご籍導いただいてt毎日15分出来るようになったらいいと思います

･渡辺先生には泊まり込みで熱いこご指導頂き心から感謝鼓しました.今より病気が

進まか 噂 に_.又来年もお元気で交涙金に出席出来るようーこれから寒くなって大安

でし上う力司l張って下さい.

プロッタ別に集まって菜しい､ミニ文京会が出来るとよいと思います.一人で苦し

まず菅で同畏解決に淑親は何とか明るい方向に行く様な気がします.

情報交換してお互い助け合い､良い治療法が見つかるまで頑環りましよう.

- 9-
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の交淀会に出席出勅かった会員の便

*付き添え人が者合がつかず.今回は欠席鼓します.---一一-I一一---一一日HlS･氏

辛いっも何かと御世話様になります､今回は長点等があり､思うように動けませんので

欠席させて頂きます･ 一一---一一一1.---- ----一一一一一一一一-一一--I-----M･A

*処暑の候となり朝夕冷風に生活も!桝すられますtr支部だよりJ某しく_お苦労お骨

り下さいます.昔 横々にお礼申し上げます_乱も少々鮭康に変化があり検査を要する

ことになり_病院に参りますことで欠席致します､皆 様々の集いが無事に終了欲しま

すようお祈り致します･･一一一一一一-=一一日1------I----;-一一一一-I--- S･T

*御多忙のところ計南下さいまして話に有り疑う存じます.折角の家族交諾会でござい

ますがこの度は rヤポ｣用がありまして.残念乍ら参加出来ません一昔横に宜し(お

展い表します. -------一一一一1----------I------------I----1一一H･K

串清水横には色々な御骨おり頂きまして患諸の気持て一杯です_老丙汲二人暮しで_遠

出は出来ませんが元気に暮しております.･一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一- H･N

*坐骨神餅 を併発して歩行陣等を伴いますので残念乍欠席させて頂きます. S･T

*御世沙汰致して居ります､いつもご活躍を会報で帝見し敬服して居ります一文読会に

今度こそ参加する心ずかいで居り,ましたのに､保育園の運動会と同日になってしまい

aEに蔑念です.曹故に宜しくお伝え下さいませー御釜会を祈りつつ_かしこ T･T

*曹横と同一行動の出来ないのは茂念です_一度是非と思っておりますが現在は出来る

桟 でありません.普棟の楽しい施行を折ります.I---I-------一一1--T･Y

*歩行も思うようでなく付漆もありませんので欠席致します.皆さんに宜しく.M･Y

*初秋を倉ずる頃となりました.いつも色 お々世話に成っております､折角の今度の旋

行ですが付添えが甘食が悪く､乱も余り調子が良く無いので欠席させて頂きます.SS
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患者家族の交完全に参加して

JS田市 佃 国夫

交読会は台風20号の遭遇により心配されたが､9月28日 (土)29日 (日)の

両日共秋晴の日和に恵まれ､北見東の景芳地異久蓋の大子温泉弟に在る r茨城県文化

福祉事業団｣の珪曹する施設 r福寿芸Jで常日頃の篇苦から解放され､和気と笑顔に

満ち溢れた,患者と家族の参加者45名と白蓮稀の渡辺先生の特別参加で希われた.

会場の窓越に焦る此処大子の温泉井は阿武尾山系の淳濃い八房山の山並に囲まれー

その山間を東西に走る国道118号鼓に沿って譲れる久芝川_如何にも山奥深い景勝

地らしく､その自然は空気の美味しさも加えて実に素晴らしかった.

交琵会は主としてー白雲術の研修に時faを当てー宴会､りんご狩り等を通じて和や

《 かな章昌相互の話合いの葛となった.

計報 H3,4.1,1一一H3.や,.30
玉造町 故代々木文江様 3,7,18 左記の5名の全音が死去されました

東海村 故石川志津江謙 .3,7.25 ここに謹んで去債の意を表し､ご冥福
阿見町 故岡野 末技 3,7,26 をお祈り申し上げます.
水戸市 故青木 秦一茂 3.8.21
JI 故荻谷清津江横 3.8.26
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全国パ｢キンソン病友の会茨城県支部

~蒜 20｡円
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